
2025年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL24825B48）

 

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ニカラグア D201 化学・応用化学 個別 新規 2年 ・2026/1 ・2026/2 ・
2026/3 ・2027/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

環境天然資源省

2）配属機関名（日本語）

環境天然資源省 環境品質総局 化学物質安全部

3）任地（ マナグア県マナグア市 ） JICA事務所の所在地（ マナグア市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 徒歩 で 約 0.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

環境天然資源省は、1979年設置の国の機関で、国の環境保全(野生動物保護含む)に関する政策方針整備を他の各省庁と
連携して実施している。環境天然資源省本部では、各自治体の開発計画に関し、天然資源の持続可能な適正利用にかか
る環境アセスメント、指導を実施している。また、自然環境に悪影響を及ぼす有害化学物質や汚染物質等にかかる監視
と指導、バッファゾーン含む自然保護区管理や自然保護にかかる国際約束の履行をしている。さらに、自然災害に対す
る防災、緊急対応、環境に対する違反行為取り締まり、環境教育プログラムに関する業務等を行っている。年間予算は
約419万米ドル(2024年)。

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先の環境品質総局化学物質安全課には、同局管理者1名と再生可能天然資源、環境・天然資源管理、産業・農業ビジ
ネスの専門家4名が所属しているが、廃棄物管理のうち、特に化学物質等にかかる内容への対応が困難な状況である。そ
こで、化学物質の取扱い管理(人体への危険性や環境要素 大気、水質、土壌 への影響)と、再利用の可否を含めた廃棄物
の統合管理(有害・非有害廃棄物や再利用可能なゴミのうち廃電気・電子機器)に関する関係者の能力強化が必要とされ、
本要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

同僚と共に以下の活動を行う。
1. 化学物質の取り扱い、人体への危険性やさまざまな生態系への影響に関する環境管理への助言や支援を行う。
2. 有害・非有害廃棄物(再利用の可否)および再利用可能な廃棄物のうち、廃電気・電子機器の統合管理に関する助言や
支援を行う。
3. 大気質モニタリング結果の解釈と評価に関する助言や支援を行う。
4. 環境教育の中で扱われるテーマとしての廃棄物や循環型経済に関する助言や支援を行う。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

研究室、机、椅子、気体検知器(X-AM5600)4台、微粒子モニターキット(EPAM5000,5001)、PH測定器、遠心分離機、ケ
ンダル窒素、分光光度計

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:
化学安全責任者(50代男性、経験5年)、化学物質安全課長(50代男性、経験5年)、環境品質専門家(40代男性、経験13年)、

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


(30代男性、経験6年)
活動対象者:
環境品質総局の専門家4名、その他国内の同分野の専門家

5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

英語(レベル:C)又はスペイン語(レベ
ル:C)

【資格条件等】
[免許/資格等]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（修士）化学　備考：業務遂行上必要

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：業務遂行上必要

[参考情報]：

　・有害・無害廃棄物管理の知識や経験なるべく

　・化学物質や廃棄物の知識や経験なるべく

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（21～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水源]：（安定）

【特記事項】
スペイン語学習に意欲的なことが必要。住居はホームステイの予定。
大学等での研究期間も実務経験期間に含む。

【類似職種】
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